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事 業 報 告 書 
2016 年 4 月 1 日から 

2017 年 3 月 31 日まで 

I. 庶務事項 

  前年度末 入会者 退会者 年度末 

会員数 542 38 4 576 

※未納者 273 名 

II. 運営組織の状況に関する事項 

1. 総会 

① 開催日時 2016 年 5 月 21 日（土） 

② 開催会場 東京都千代田区神田駿河台 明治大学大学 

「グローバルフロント 多目的室」 

③ 出席者数 108 名 

④ 式次第 

1. 開会の辞 

2. 議題 

第 1 号議案 第 10 期事業報告及び決算関係書類承認の件 

第 2 号議案 第 11 期事業計画案及び収支予算承認の件 

第 3 号議案 第 11 期役員承認の件 

その他 

3. 閉会の辞 

2. 執行委員会（DWS12） 

① 原則月 1 回開催 2016 年 4 月～2017 年 3 月 12 回 

② 開催場所    2016 年 4 月~2016 年 7 月 明治大学 サービス創新研究所 

  2016 年 8 月 ドラッカー学会 事務局 

  2016 年 9 月~2017 年 3 月 明治大学 会議室 
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III. 年次大会の開催の状況に関する事項 

1. 講演会 

① 開催日時 2016 年 5 月 21 日（土）10 時～17 時 

② 開催会場 明治大学「グローバルフロント 多目的室」 

③ 出席者数 108 名 

④ プログラム 
開始 終了 演題 登壇者(敬称略)

10:00 10:05 開会挨拶 三浦 一郎(本会代表）

10:05 10:25 会員総会 佐々木 英明(本会理事）

10:30 10:50 理事報告 井坂 康志（本会理事）

10:50 12:15 会員報告／実践事例

研究会推薦報告(８名)
＜ドラッカー・プレミアム研究会＞

清水祥之
＜ドラッカー仙台 読書会＞

佐々木康太
＜ドラッカーの窓から明日を考える研究会＞

中野羊彦
＜ドラッカー『マネジメント』研究会＞

奈良間英樹
渡邉明男

＜渋沢ドラッカー研究会＞
飯田利男
根岸正名

＜大会実行委員会推薦＞
⿁塚裕司

12:15 13:20

13:20 13:40 ドラッカー・スクールの授業
八木澤智正

（本会会員）

13:40 14:30
【ワークショップ】

次の10年に向けた五つの質問
佐藤 等、真野 俊樹、森岡 謙仁（本会理事）

14:30 14:50

14:50 16:20
【基調講演】

フィードバックと学習の原理
安冨 歩（東京大学）

16:20 17:20
【対談】

いいチームをつくりましょう ～ドラッカーと本質行動学～
西條剛央（早稲田大学客員准教授）＆新井和宏（鎌倉投信ファンドマネージヤー）

17:20 17:30 閉会の辞 阪井 和男(本会理事）

18:00 20:00 懇親会 御茶ノ水ビヤホール

昼食

休憩
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2. 学術大会 

① ドラッカー学会 大会 in 長崎 

志×ドラッカー 

開催日時 2016 年 11 月 19 日(土) 10 時～17 時 30 分 

開催会場 長崎県長崎市 矢太樓 

出席者数 128 名 

プログラム 
演題 登壇者（敬称略）

開会挨拶 三浦 一郎(本会代表）

ウェルカムスピーチ ⾧崎市⾧ 田上富久

トークセッション
岩崎 夏海（本会会員）
 井坂 康志 (本会理事）

大航海（公開）読書会
全国から集ったファシリテータと共に最先端の学びの場＝読書会を体験!

【実践者発表〈6ケース〉】
実践発表イントロダクション:「重要な問い」の投げかけ 小松由里子（⾧崎ファシリテーション研究会副会⾧ 事業ファシリテーター）
・実践発表（１）:⾧崎における継続学習のリレー 香川明世（ながもげ会代表） 吉村淑子（株式会社デュエル課⾧）
         野口祐貴（NPO法人ナガサキ・ドリームプロジェクト副代表理事・株式会社東京リーガルマインド ⾧崎支社⾧）
・実践発表（２）:新大工地区再開発事業の挑戦 児島正吾（新大工町地区市街地再開発準備組合 理事⾧）
・実践発表（３）:Attic coffee and diningの事業展開 野田信治（株式会社Attic coffeee and dining 代表取締役）
・実践発表（４）:⾧崎大学経済学部大学院の実践 林徹（⾧崎大学経済学部・大学院経済学研究科 教授）
・実践発表（５）:大村市競艇企業局（ボートレース大村）の取組 馬場宏幸（大村市競艇企業局 次⾧）
・実践発表（６）:私だけのドラッカーを推進する 時津薫（私だけのドラッカーを推進する会）
・実践発表総括:6組の発表を総括 菊森淳文（公益財団法人ながさき地域政策研究所 所⾧）
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IV. 研究グループ活動 

1. 全国の研究グループにて活動を実施。研究グループの開催案内等は本学会ウェブ

サイトにて告知。 

2. 現在活動中の研究グループは以下のとおり。 

研究グループ名称 主な活動地域
仙台研究グループ 仙台
ドラッカー「マネジメント」研究会 東京
英語でドラッカーを学ぶ会 東京
ドラッカーの窓から明日を考える研究会 東京
ドラッカーマネジメント研究会（東海SG） 名古屋
京都研究グループ 京都
ドラッカー学会大阪ＳＧ勉強会 大阪
高知ドラッカー読書会 高知
医療介護版ドラッカー研究グループ 東京
「澁澤ドラッカー」研究会 東京
ドラッカー・マネジメント＆イノベーション研究会・東京中央グループ 東京
ドラッカープレミアム研究会 札幌
ドラッカー読書会新潟 新潟
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V. 教育活動 

1. 寄付講座 

① 講座名 

ドラッカーが説いたマネジメント・スコアカード実践のすすめ  

‐社会との共生による“新しい企業価値”を創造する理論と実践手法を学ぶ‐ 

明治大学リバティアカデミー・オープン講座として開催  

1. 開催場所 明治大学 

2. 開催時間 19 時～20 時 30 分 90 分間 

3. 講座の概要 

演題 登壇者 開催日
ドラッカーのマネジメント・スコアカード(MSC)～戦略・体系編～ 藤島 秀記（本会理事） 2016/5/18
ドラッカーのマネジメント・スコアカード(MSC)～実践・応用編～ 森岡 謙仁（本会理事） 2016/6/8

 

2. 特別講演 

① 講演名 

ドラッカーの小さな学校 

   1. 開催場所 明治大学 紫紺館 

   2. 講演の内容 

  

 

  

演題 登壇者 開催日

ドラッカー 人・思想・実践
三浦一郎（本会代表）
阪井和男（本会理事）
井坂康志（本会理事）

2016/9/17

新しい企業価値の創造とマネジメント

藤島秀記（本会理事）
森岡謙仁（本会理事）
中野羊彦（本会会員）
北村和敏（本会会員）
伊藤年一（本会会員）

2016/10/8
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3. 連携教育プログラム 

① 経営学特殊講義「ドラッカーの思想と経営」 

1. 開催場所 立命館大学 

2. 開催期間 2016 年 12 月から 2017 年 1 月 

3. 講義の概要 

回 テーマ（担当者）
1 科目の概要　この科目の運営方法について　ドラッカーの人物 ドラッカーの趣味　ドラッカーと日本

『傍観者の時代』　「日本画に見る日本」 

2 ドラッカーの思想形成（ゲスト講師:井坂康志(東洋経済新報社)） 
ハプスブルク帝国とウィーン　ハンブルク　フランクフルト　ロンドン　ニューヨーク　クレアモント
ナチズムと反ユダヤ主義　初期３部作　『傍観者の時代』 

3 『現代の経営』から『マネジメント』へ、 
マネジメント　事業の目的　顧客の創造　目標　企業と非営利組織 

4 ドラッカーの経営学史上の意義（ドラッカーによるマネジメントの発明とは）
（ゲスト講師:坂本和一（ドラッカー学会学術顧問、立命館大学名誉教授）） 
『現代の経営』　そして・・・ＧＭ　ＧＥ　バーナード 

5 知識労働者と知識社会（ゲスト講師:森村正博（元新田ゼラチン取締役）） 
『経営者の条件』『断絶の時代』『ポスト資本主義社会』　「社会転換の世紀」

6 ドラッカーの発想法と認識論
中間テスト 
「ある社会生態学者の回想」 

7 マーケティングとドラッカー（ゲスト講師:岸本秀一(金沢星稜大学、元サンスター)） 
顧客の創造　マーケティングとイノベーション 

8 イノベーションとドラッカー（ドラッカーによるイノベーションの発明とは）
（ゲスト講師:坂本和一（ドラッカー学会学術顧問、立命館大学名誉教授）） 
シュンペータ―とドラッカー　『イノベーションと企業家精神』 

9 経営戦略とドラッカー
（ゲスト講師:肥塚浩（立命館大学経営学部）） 
『現代の経営』『創造する経営者』『マネジメント』『イノベーションと企業家精神』 

10 フィードバック分析について（ゲスト講師:井坂康志(東洋経済新報社)） 
ドラッカーの問 

11 リーダーシップ論とドラッカー 

12 自らをマネジメントする（ゲスト講師:田中浩子（県立広島大学大学院教授）） 
第２の人生　キャリア 

13 「すでに起こった未来」の活用と、グローバル経営における人事
（ゲスト講師:花松甲貴（日立製作所）） 
ドラッカーの手法を活用してイマを見る 

14 スポーツマネジメントとドラッカー
（ゲスト講師:種子田穣（立命館大学スポーツ健康科学部）） 
顧客の創造の多様な展開 

15 まとめにかえてー今年度の講義の特徴についてー 
一般教養としてのドラッカー 

 



 
 

7

 

VI. 出版物 

1. ドラッカー学会年報『文明とマネジメント vol.13』（A5 全 374 ページ） 

発行日  2016 年 11 月 19 日（土） 

発行部数  650 部 

2. ドラッカー・フォーラム 

春号・秋号・冬号と季刊にて 3 回発行し、ドラッカー学会 Web サイトに掲載 

 

 

  


